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◇
経
営
戦
略
室
（
３
階
北
側
）

（
市
総
合
計
画
、
事
業
実
施
計

画
の
策
定
、
行
政
事
務
改
革
、
広

報
広
聴
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営

な
ど
）

経
営
戦
略
室
は
、
市
役
所
内
を

横
断
的
に
束
ね
る
市
長
直
属
の
組

織
で
す
。
市
の
総
合
企
画
、
長
期

的
展
望
に
立
っ
た
方
針
を
定
め
、

行
政
事
務
改
善
等
に
取
り
組
み
ま

す
。
さ
ら
に
新
し
い
行
政
政
策
の

立
案
、
連
絡
調
整
並
び
に
広
報
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
活
用
し
た
加

西
市
の
新
し
い
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り

も
行
い
、
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
市
役
所
を
目
指
し
ま

す
。

◇
市
民
福
祉
部

国
保
健
康
課
（
１
階
北
・
東
側
）

（
国
民
健
康
保
険
、
老
人
医
療
、

福
祉
医
療
、
健
康
増
進
、
母
性
・

乳
児
検
診
な
ど
）

国
保
健
康
課
で
は
、
保
険
税
の

増
収
、
医
療
費
の
適
正
化
、
保
健

事
業
の
推
進
、
健
康
意
識
の
向
上

等
を
図
り
、
国
保
事
業
会
計
の
安

定
的
な
運
営
に
努
め
ま
す
。

長
寿
介
護
課
（
２
階
北
側
）

（
介
護
保
険
、介
護
予
防
、高
齢
者
福

祉
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
）

長
寿
介
護
課
で
は
、
介
護
保
険

法
の
改
正
を
受
け
、
地
域
の
健
康

づ
く
り
や
介
護
予
防
体
制
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

高
齢
者
の
介
護
予
防
と
介
護
給

付
の
適
正
化
の
た
め
、
新
た
に

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を

設
置
し
、
在
宅
福
祉
事
業
、
高
齢

者
生
き
が
い
事
業
を
実
施
し
、

「
生
涯
現
役
都
市
」
の
実
現
を
目

指
し
ま
す
。

◇
建
設
経
済
部

施
設
管
理
課
（
５
階
南
側
）

（
公
営
住
宅
の
管
理
、
道
路
・
水

路
占
用
な
ど
）

地
籍
用
地
課
（
５
階
南
側
）

（
地
籍
調
査
、
用
地
取
得
、
法
定

外
公
共
物
管
理
な
ど
）

農
林
・
食
材
課
（
４
階
南
側
）

（
農
業
共
済
、
農
林
業
振
興
、
バ

イ
オ
マ
ス
、
食
材
な
ど
）

農
林
・
食
材
課
は
、
加
西
農
業

の
再
生
と
新
た
な
特
産
品
の
開
発

の
た
め
、
全
国
の
自
治
体
と
し
て

は
初
め
て
設
置
し
ま
し
た
。
食
材

と
い
っ
た
側
面
か
ら
加
西
市
の
農
業

の
振
興
を
図
り
、地
域
農
作
物
の

消
費
拡
大
と
食
の
安
心
安
全
、地

産
地
消
や
食
育
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
加
西
市
バ
イ
オ
マ
ス
タ

ウ
ン
構
想
に
よ
る
循
環
型
社
会
の

実
現
、「
環
境
に
や
さ
し
い
暮
ら

し
」
に
向
け
た
21
世
紀
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
創
り
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

◇
生
活
環
境
部

上
下
水
道
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー

（
２
階
北
側
）

（
上
下
水
道
の
使
用
諸
届
、
上
水

道
検
針
、
上
下
水
道
の
使
用
料
徴

収
な
ど
）

行
財
政
改
革
の
一
環
と
し
て
、

上
下
水
道
事
業
の
一
部
業
務
を
民

間
に
委
託
し
、「
上
下
水
道
お
客

さ
ま
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
ま
し

た
。
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
よ

り
一
層
の
コ
ス
ト
低
減
を
図
り
、

経
営
基
盤
の
安
定
化
と
安
全
・
安

心
で
お
い
し
い
水
の
供
給
に
努
め

ま
す
。

新
し
い
課
名
と

主
な
仕
事
内
容
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環
境
課
は

付
属
棟
2
階
へ
移
動
し
ま
す

ご
み
シ
ー
ル
券
の
購
入
等
は
、

環
境
課
の
他
、
引
き
続
き
本
庁
舎

で
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

①
ご
み
シ
ー
ル
券
（
有
料
券
）
の

購
入

市
民
課
の
他
、
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
、
南
部
公
民
館
、
北
部
公
民

館
、
善
防
公
民
館
で
購
入
で
き
ま

す
。

②
転
入
時
の
ご
み
シ
ー
ル
券
の
配

布市
民
課
で
お
渡
し
し
て
い
ま

す
。（
新
生
児
用
の
シ
ー
ル
券
は

従
来
ど
お
り
市
民
課
で
配
布
い
た

し
ま
す
。）

③
寝
た
き
り
の
方
・
障
害
者
の
方

の
紙
お
む
つ
用
シ
ー
ル
券

長
寿
介
護
課
・
社
会
福
祉
課
で

証
明
を
受
け
る
方
は
、
そ
の
場
で

配
布
い
た
し
ま
す
。

④
動
物
の
火
葬
受
付

市
民
課
で
も
受
付
し
ま
す
。
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【
部
長
級
】
…
７
名

経
営
戦
略
室
長

圓
井
昭
英

財
務
部
長

筧
瀬
津
男

総
務
部
長

柏
原
邦
章

会
計
室
長

小
岩
照
雄

消
防
長

竹
内
正
己

議
会
事
務
局
長

青
木
　
清

市
立
加
西
病
院
事
務
局
長

古
角
隆
夫

【
次
長
級
】
…
１
名

教
育
次
長

永
田
岳
巳

【
参
事
級
】
…
１
名

選
挙
・
監
査
・
公
平
委
員
会
事
務
局
長

藤
川
一
郎

【
課
長
級
】
…
33
名

財
務
部
管
財
課
長

小
川
輝
夫

財
務
部
税
務
課
長

小
林
敏
明

財
務
部
収
納
課
長

小
牧
久
規

総
務
部
秘
書
課
長

岡
田
盛
英

総
務
部
総
務
課
長

玉
置
博
充

総
務
部
情
報
政
策
課
長

西
村
賢
造

総
務
部
ま
ち
づ
く
り
課
長

山
本
康
博

総
務
部
市
民
参
画
課
長

福
井
り
つ
子

総
務
部
付
課
長
（
都
市
施
設
公
社
担
当
）

吉
田
清
孝

市
民
福
祉
部
国
保
健
康
課
長

正
井
　
明
　

市
民
福
祉
部
長
寿
介
護
課
長
兼
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長

黒
田
　
幸

建
設
経
済
部
施
設
管
理
課
長

吉
田
秀
貴

建
設
経
済
部
商
工
観
光
課
長

中
谷
康
孝

建
設
経
済
部
地
籍
用
地
課
長

原
田
正
利

建
設
経
済
部
農
林
・
食
材
課
長長

浜
秀
郎

建
設
経
済
部
付
課
長
（
農
林
・
食
材
課

農
村
環
境
担
当
）

難
波
周
雄

生
活
環
境
部
業
務
管
理
課
長
前
田
秀
典

生
活
環
境
部
上
水
道
課
長

井
上
雅
仁

生
活
環
境
部
下
水
道
課
長

能
瀬
裕
光

生
活
環
境
部
環
境
課
長
兼
斎
場
長

鈴
木
康
良

生
活
環
境
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
所
長

谷
口
義
博

消
防
署
長
兼
警
防
課
長

高
田
克
義

消
防
本
部
総
務
課
長

高
井
幸
文

消
防
本
部
予
防
課
長

藤
原
美
文

教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
長

伊
藤
清
明
　

教
育
委
員
会
市
史
・
文
化
財
室
長

大
豊
　
武

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
長

鈴
木
隆
文

教
育
委
員
会
青
少
年
セ
ン
タ
ー
所
長

田
先
康
利

教
育
委
員
会
図
書
館
長

能
瀬
長
人

農
業
委
員
会
事
務
局
長

河
合
正
信

市
立
加
西
病
院
事
務
局
管
理
課
長

佐
藤
正
行

市
立
加
西
病
院
事
務
局
施
設
用
度
課
長

大
橋
　
貢

市
立
加
西
病
院
事
務
局
医
事
課
長
兼
地

域
医
療
室
副
室
長

前
田
幸
良

【
主
幹
級
】
…
６
名

市
民
福
祉
部
社
会
福
祉
課
主
幹
（
少
子

化
対
策
担
当
）

小
林
重
幸

市
民
福
祉
部
社
会
福
祉
課
主
幹喜

田
博
己

建
設
経
済
部
都
市
計
画
課
主
幹大

古
瀬
隆

生
活
環
境
部
上
水
道
課
主
幹

柴
本
泰
徳

生
活
環
境
部
衛
生
セ
ン
タ
ー
所
長

植
田
俊
弘

消
防
署
警
防
課
警
防
担
当
主
幹石

田
貴
秀

市
職
員
の
人
事
異
動

4
月
1
日
付
け
で
行
っ
た
市
職
員
の
人
事
異
動
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
こ
の
た
び
の
異
動
は
、
機
構
改
革
に
伴
い
総
勢
2
8
7
名

の
異
動
と
な
り
ま
し
た
。

主
な
異
動
事
由
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
新
し
い
機
構
と
し
て
、
市
役
所
内
を
横
断
的
に
束
ね
る
「
経
営

戦
略
室
」
に
加
え
、
収
納
課
、
農
林
・
食
材
課
な
ど
を
新
設
し
、

市
民
福
祉
部
は
5
課
に
再
編
し
て
人
員
を
増
強
し
ま
し
た
。

②
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
、
財
政
再
建
及
び
少
子
化
対
策
の
各
担
当
の

配
置
を
行
い
ま
し
た
。

③
技
術
職
や
免
許
・
資
格
保
持
者
は
そ
の
技
能
を
生
か
せ
る
部
署

へ
、
長
期
同
一
部
署
に
配
置
さ
れ
て
い
る
者
は
新
た
な
部
署
へ
配

置
換
え
を
し
ま
し
た
。

④
市
長
、
助
役
が
全
職
員
と
の
面
接
を
行
い
、
本
人
の
希
望
や
自

己
申
告
の
内
容
を
最
大
限
に
尊
重
し
つ
つ
、
各
部
署
の
状
況
を
考

慮
し
配
置
換
え
を
行
い
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
、
主
幹
級
以
上
の
異
動
者
と
部
長
級
の
職
員
の
抱

負
を
紹
介
し
ま
す
。

経営戦略室長

圓 井 昭 英

財
政
再
建
の
更
な
る
実
行
を
基

本
と
し
、
職
務
全
般
に
つ
い
て
情

報
交
換
を
緊
密
に
す
る
こ
と
に
よ

り
、
職
員
間
の
相
互
理
解
と
問
題

意
識
を
高
め
、
状
況
を
正
確
に
把

握
で
き
る
執
行
体
制
の
確
立
に
努

力
し
ま
す
。

財務部長

筧 瀬津男

国
の
三
位
一
体
の
改
革
の
動
向

を
に
ら
み
な
が
ら
、
引
き
続
き
加

西
市
の
財
政
再
建
を
推
進
す
る
と

中
川
市
政
に
な
り
、
初
め
て
の

大
規
模
な
人
事
異
動
が
行
わ
れ
、

組
織
の
体
制
が
整
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
本
格
的
に
行
財
政
改

革
を
行
い
、
財
政
再
建
と
新
し
い

市
役
所
づ
く
り
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

今
回
、
そ
の
中
心
的
な
役
割
を

担
う
部
長
級
の
職
員
に
抱
負
を
語

っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
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総務部長

柏 原 邦 章

国
に
お
い
て
小
さ
な
政
府
を
目

指
し
た
改
革
が
推
進
さ
れ
て
い
る

今
日
、加
西
市
の
行
財
政
の
課
題
、

現
状
を
直
視
し
、
市
民
と
の
協
調

を
図
り
な
が
ら
明
る
い
未
来
の
創

造
に
向
け
、
職
員
が
一
丸
と
な
っ

て
邁
進
す
る
体
制
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す
。

市民福祉部長

高 井 宣 博

平
成
18
年
度
は
介
護
保
険
法
の

改
正
・
障
害
者
自
立
支
援
法
の
施

行
・
医
療
制
度
改
革
等
保
健
･
福

祉
・
医
療
を
取
り
巻
く
環
境
の
変

化
の
中
、財
政
再
建
を
進
め
つ
つ
、

市
民
ニ
ー
ズ
に
的
確
か
つ
迅
速
に

対
応
し
た
福
祉
行
政
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

建設経済部長

井 上 正 三

特
産
品
の
開
発
や
地
域
農
産
物

の
消
費
拡
大
、
美
し
い
農
村
環
境

の
維
持
・
保
全
を
し
つ
つ
、
農
産

物
の
安
定
生
産
に
寄
与
す
る
土
地

改
良
事
業
の
推
進
、
産
業
団
地
へ

の
企
業
誘
致
、
中
心
市
街
地
の
に

ぎ
わ
い
創
出
、
雇
用
確
保
と
産
業

の
活
性
化
、
市
街
化
調
整
区
域
の

土
地
利
用
や
、
市
民
生
活
の
利
便

性
向
上
の
た
め
の
計
画
的
な
基
盤

整
備
や
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

生活環境部長

山 本 茂

廃
棄
物
処
理
対
策
、
環
境
保
全

対
策
及
び
公
園
墓
地
整
備
等
快
適

な
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。
ま

た
、
安
全
な
水
を
安
定
的
に
供
給

す
る
と
共
に
生
活
の
快
適
さ
、
環

境
の
改
善
、
公
共
用
水
域
の
水
質

保
全
な
ど
を
目
的
に
早
期
に
整
備

を
し
ま
す
。

会計室長

小 岩 照 雄

地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
、

今
年
１
月
か
ら
収
入
役
を
廃
止
し

助
役
が
兼
掌
し
て
い
ま
す
。
こ
の

改
正
の
初
年
度
で
あ
り
、
銀
行
の

ペ
イ
オ
フ
解
禁
に
よ
る
資
金
運
用

等
、
従
来
と
は
違
っ
た
側
面
か
ら

重
要
度
が
増
し
て
い
る
た
め
、
よ

り
一
層
、
正
確
で
迅
速
な
会
計
事

務
に
努
め
ま
す
。

消　防　長

竹 内 正 己

規
律
と
礼
節
の
組
織
運
営
の
も

と
、
厳
し
さ
の
中
に
も
和
と
協
調

を
保
ち
、
信
念
と
緊
張
感
を
も
っ

て
任
務
を
遂
行
し
ま
す
。
災
害
時

に
は
市
民
の
目
線
に
立
っ
て
、
消

防
団
・
住
民
と
一
体
と
な
り
、
地

域
の
安
全
と
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
努
力
し
ま
す
。

議会事務局長

青 木　 清

議
会
は
市
民
の
代
表
者
と
し

て
、
民
意
が
反
映
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
議
会
活
動
の
主
役
は
議

員
各
位
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、

議
員
活
動
を
支
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
事
務
局
と
し

て
開
か
れ
た
明
る
い
職
場
づ
く
り

に
取
り
組
み
ま
す
。

市立加西病院事務局長

古 角 隆 夫

医
療
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し

い
で
す
が
、
加
西
病
院
が
市
内
唯

一
の
総
合
機
能
を
有
し
、
か
つ
、

健
康
保
持
に
必
要
な
医
療
の
提
供

が
で
き
、
活
力
あ
る
公
立
病
院
と

し
て
存
続
で
き
る
よ
う
効
率
的
で

健
全
な
運
営
に
努
め
ま
す
。

加
西
市
職
員
組
合
は
、
去
る
２

月
17
日
貊
午
前
８
時
半
か
ら
約
45

分
間
の
違
法
ス
ト
ラ
イ
キ
を
実
施

し
、
組
合
員
２
８
４
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
こ
の
数
は
、
加
西
市
関

係
で
働
く
者
の
約
４
分
の
１
に
当

り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
何
か
と
ご

不
便
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
、

心
か
ら
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
存
知
の
通
り
、
公
務
員
の
争

議
行
為
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
お

り
、
勤
務
時
間
中
に
職
場
を
放
棄

す
る
こ
と
は
、
職
務
専
念
義
務
に

お
　
詫
　
び

も
違
反
す
る
行
為
で
す
。

職
員
組
合
は
平
成
15
年
１
月
29

日
に
も
違
法
ス
ト
ラ
イ
キ
を
実
施

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
市
民

の
皆
様
か
ら
の
税
金
で
雇
用
さ
れ

て
い
る
市
役
所
職
員
が
、
事
前
の

指
導
や
ス
ト
中
止
命
令
に
も
従
わ

ず
、
違
法
ス
ト
ラ
イ
キ
を
強
行
し

た
の
は
、
市
民
の
皆
様
に
対
し
て

誠
に
申
し
訳
な
い
限
り
で
す
。

今
後
、
職
員
の
意
識
改
革
と
一

層
の
市
役
所
改
革
に
取
り
組
む
所

存
で
す
の
で
、
何
卒
、
市
民
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
市
　
長
）

と
も
に
、魅
力
と
活
力
の
あ
る
地
域

社
会
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。
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市
立
加
西
病
院
の
産
婦
人
科
診
療
に
つ
い
て

医
師
問
題
に
つ
い
て

産
婦
人
科
の
常
勤
医
師
が
い
な

く
な
る
こ
と
は
私
に
と
っ
て
も
晴

天
の
霹
靂
で
し
た
。
市
民
の
間
で

は
、「
市
長
が
財
政
事
情
を
理
由

に
医
師
の
年
収
を
減
ら
す
か
ら
医

師
が
反
発
し
て
辞
め
て
い
る
」
と

い
う
よ
う
な
噂
ま
で
流
れ
て
い
る

よ
う
で
す
が
、
こ
れ
は
事
実
と
異

な
り
ま
す
。

今
、
全
国
的
に
深
刻
な
医
師
不

足
が
続
い
て
い
ま
す
。
兵
庫
県
や

北
播
磨
に
お
い
て
も
、
公
立
病
院

が
過
剰
の
中
、
そ
れ
ぞ
れ
が
医
師

不
足
と
い
う
問
題
を
抱
え
て
お

り
、
今
後
は
、
各
公
立
病
院
が
機

能
分
担
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
立

ち
行
か
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

か
つ
て
、
本
岡
元
院
長
が
予
想
さ

れ
て
い
た
事
態
が
加
西
市
で
も
起

き
て
い
る
の
で
す
。

現
行
医
療
制
度
の
歪
み
な
ど
が

原
因
し
、
特
に
小
児
科
や
産
婦
人

科
の
医
師
が
減
っ
て
い
ま
す
。
両

診
療
科
目
は
、
手
間
が
か
か
る
割

り
に
は
儲
か
ら
な
い
か
ら
で
す
。

加
西
病
院
の
産
婦
人
科
医
の
異
動

は
、
神
戸
大
学
サ
イ
ド
の
人
事
で

あ
り
、
産
婦
人
科
医
の
集
約
化
の

た
め
に
行
わ
れ
た
措
置
で
す
。

加
西
病
院
の
医
師
た
ち
は
、
多

く
が
神
戸
大
学
医
学
部
か
ら
派
遣

さ
れ
て
お
り
、
医
師
た
ち
は
、
自

身
の
キ
ャ
リ
ア
開
発
の
た
め
に
加

西
病
院
を
辞
め
、
次
の
勤
務
先
と

し
て
県
立
病
院
や
大
き
な
市
立
病

院
に
回
る
も
の
で
す
し
、
独
立
し

て
開
業
す
る
医
師
も
い
ま
す
。

加
西
病
院
の
医
師
の
給
料
を
減

ら
し
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現

状
で
も
、
阪
神
間
の
公
立
病
院
の

医
師
に
比
べ
て
、
年
収
は
相
当
高

く
し
て
き
ま
し
た
が
、
都
市
部
志

向
の
医
師
が
多
く
、
加
西
市
に
な

か
な
か
来
て
も
ら
え
な
い
と
い
う

の
が
実
情
で
す
。

現
在
、
産
婦
人
科
医
を
確
保
す

る
た
め
に
交
渉
中
で
あ
り
、
産
科

病
棟
の
今
後
の
運
営
に
つ
い
て
は

未
定
で
す
。
な
お
、
仮
に
６
月
か

ら
加
西
病
院
の
産
婦
人
科
医
師
が

い
な
く
な
っ
て
も
、
週
一
日
の
外

来
診
察
は
続
け
ま
す
。

医
師
不
足
は
産
婦
人
科
の
み
な

ら
ず
他
の
診
療
科
目
に
も
及
ん
で

お
り
、
加
西
病
院
は
、
医
師
不
足

と
診
療
報
酬
改
訂
で
か
つ
て
な
い

困
難
な
環
境
に
置
か
れ
て
い
ま
す

が
、
可
能
な
限
り
市
民
の
皆
さ
ん

に
質
の
高
い
医
療
を
提
供
さ
せ
て

い
た
だ
く
べ
く
、
院
長
も
頑
張
っ

て
く
れ
て
い
ま
す
。

私
も
、
病
院
開
設
者
（
市
長
）

と
し
て
、
院
長
と
連
携
し
て
医
師

確
保
に
最
善
を
尽
く
し
ま
す
の

で
、
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
事
情
ご
賢
察
の
上
、
宜
し

く
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
市
　
長
）

産
婦
人
科
診
療
の
変
更
に
つ
い
て

市
民
の
皆
様
に
残
念
な
ニ
ュ
ー

ス
を
お
届
け
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
平
成
18
年
６
月
以
降
、
本

院
の
産
婦
人
科
医
師
が
異
動
し
出

産
や
婦
人
科
手
術
が
出
来
ず
、
週

一
回
外
来
に
て
婦
人
科
診
療
を
継

続
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
背
　
景
】

背
景
に
は
日
本
の
勤
務
医
不
足

が
あ
り
ま
す
。
近
年
医
療
の
専
門

分
化
が
進
み
、
患
者
様
も
病
院
に

は
専
門
性
を
期
待
す
る
た
め
診
療

科
当
た
り
の
医
師
数
は
不
足
す
る

一
方
に
な
り
ま
し
た
。
加
え
て
、

開
業
す
る
勤
務
医
の
増
加
、
出
産

育
児
を
担
う
女
性
医
師
の
増
加
、

都
市
圏
の
病
院
へ
の
医
師
集
中
、

医
師
が
志
望
し
な
い
不
人
気
科
の

出
現
、
な
ど
が
勤
務
医
不
足
に
拍

車
を
か
け
ま
し
た
。

そ
こ
に
厚
生
労
働
省
が
新
医
師

臨
床
研
修
制
度
を
導
入
し
た
た

め
、平
成
16
、17
年
の
二
年
間
は
新

人
医
師
が
特
定
の
診
療
科
に
属
さ

ず
、１
万
５
千
名
医
師
が
勤
務
医

供
給
の
プ
ー
ル
か
ら
消
滅
し
ま
し

た
。
し
か
も
臨
床
研
修
を
終
え
た

医
師
は
東
京
、大
阪
な
ど
大
都
市

圏
へ
の
偏
在
を
強
め
、地
方
病
院
の

医
師
確
保
を
一
層
困
難
に
し
ま
し

た
。

【
日
本
の
産
婦
人
科
医
問
題
】

産
婦
人
科
は
出
産
と
い
う
特
殊

性
が
あ
り
ま
す
。
陣
痛
は
何
時
お

こ
る
か
分
か
ら
ず
、
産
科
医
は
一

年
３
６
５
日
救
急
体
制
に
置
か
れ

ま
す
。
本
院
の
二
名
の
医
師
も
交

互
に
一
年
の
半
分
を
病
院
に
拘
束

さ
れ
て
過
ご
し
ま
す
。
他
科
の
医

師
が
出
産
の
代
行
な
ど
出
来
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
は
、

赤
ち
ゃ
ん
を
健
康
に
出
産
さ
せ
る

世
界
に
冠
た
る
分
娩
医
療
を
持
ち

ま
す
。
そ
れ
で
も
不
幸
な
出
産
は

一
定
の
割
合
で
生
じ
る
も
の
で
す

が
、
そ
の
際
、
産
科
医
が
訴
え
ら

れ
る
た
め
、
日
本
で
は
医
師
一
人

当
た
り
の
訴
訟
件
数
は
産
婦
人
科

が
最
高
で
す
。
そ
の
た
め
医
師
達

は
産
婦
人
科
を
専
門
に
選
ば
な
く

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
今
全
国
を

覆
う
産
科
医
不
足
の
真
相
で
す
。

政
府
は
一
月
に
『
小
児
科
・
産

科
に
お
け
る
医
療
資
源
の
集
約
重

点
化
の
推
進
に
つ
い
て
』
を
通
達

し
ま
し
た
。
大
学
も
県
も
産
科
の

集
約
化
に
動
き
、
本
院
の
医
師
の

異
動
も
そ
の
中
で
生
じ
ま
し
た
。
す

で
に
社
総
合
病
院
、三
木
市
民
病

院
、小
野
市
民
病
院
が
産
婦
人
科

を
閉
じ
、今
回
、高
砂
市
民
病
院
と

本
院
が
閉
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
市
民
の
皆
様
へ
の
影
響
】

加
西
市
に
は
他
に
産
婦
人
科
医

療
施
設
が
な
く
市
民
へ
の
影
響
が

大
き
い
こ
と
を
大
学
に
訴
え
て
、

余
分
の
産
婦
人
科
医
師
な
ど
一
人

も
居
な
い
状
況
に
拘
ら
ず
、
何
と

か
週
一
回
の
婦
人
科
外
来
を
維
持

で
き
る
支
援
を
得
ま
し
た
。
し
か

し
多
く
の
場
合
、
西
脇
市
民
病
院

や
加
古
川
市
民
病
院
な
ど
集
約
化

し
た
施
設
に
頼
る
し
か
な
い
状
況

で
す
。
今
後
も
新
た
な
産
婦
人
科

医
師
の
獲
得
に
向
け
努
力
し
て
ゆ

く
所
存
で
す
。
し
か
し
加
西
病
院

の
医
師
不
足
は
産
婦
人
科
ば
か
り

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
市
民
の
皆
様

に
は
、
勤
務
医
不
足
に
つ
い
て
、

何
卒
ご
理
解
を
賜
り
、
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
市
立
加
西
病
院
　
院
長
）
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女
性
に
一
番
多
い
が
ん
、「
乳
が
ん
」
に
つ
い
て

女
性
に
一
番
多
い
が
ん
は
「
乳

が
ん
」
で
す
。
乳
が
ん
に
か
か
る

人
は
年
々
増
加
し
、
女
性
の
30
人

に
１
人
は
か
か
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
特
に
30
代
か
ら
60
代
と
い

う
若
い
世
代
に
多
い
と
い
う
特
徴

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
体
表
近
く

に
で
き
る
乳
が
ん
は
症
状
が
現
れ

や
す
い
た
め
、
見
た
り
触
れ
た
り

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
で
発
見

で
き
る
数
少
な
い
が
ん
の
一
つ
で

す
。こ

の
機
会
に
乳
が
ん
に
つ
い
て

正
し
い
知
識
を
持
ち
、
自
分
で
で

き
る
対
処
方
法
を
考
え
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

■
乳
が
ん
を
早
期
に
発
見
す
る
に

は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
？

最
低
月
１
回
、
自
己
検
診
を
す

る
こ
と
と
、
定
期
的
に
乳
が
ん
検

診
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

■
自
己
検
診
の
方
法
は
？

難
し
く
考
え
ず
に
、
と
に
か
く

自
分
の
乳
房
を「
よ
く
見
る
こ
と
」

と「
ま
ん
べ
ん
な
く
触
れ
る
こ
と
」

が
大
切
で
す
。
月
１
回
で
は
忘
れ

て
し
ま
う
と
い
う
方
や
面
倒
だ
と

い
う
方
で
も
簡
単
に
続
け
ら
れ
る

方
法
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
お
風

呂
に
入
っ
た
と
き
に
石
鹸
を
手
に

つ
け
て
乳
房
を
手
で
洗
う
と
い
う

方
法
で
す
。
こ
れ
な
ら
毎
日
チ
ェ

ッ
ク
で
き
る
の
で
小
さ
な
異
変
に

気
づ
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

国
保
健
康
課
で
は
保
健
師
が
自

己
検
診
方
法
の
指
導
を
行
っ
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
乳
が
ん
検
診
を
受
け
る
に
は
ど

う
し
た
ら
い
い
の
？

加
西
市
で
は
「
集
団
乳
が
ん
検

診
」
と
「
医
療
機
関
検
診
・
乳
が

ん
検
診
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

・
集
団
乳
が
ん
検
診
…
医
師
に
よ

る
視
触
診
と
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

検
査(

乳
房
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
検

査)

の
検
診
。

40
歳
以
上
の
女
性
対
象
・
予
約

制
・
２
年
に
１
回
受
け
ま
し
ょ

う
。

・
市
内
医
療
機
関
検
診
・
乳
が
ん

検
診
…
医
師
に
よ
る
視
触
診
の

み
の
検
診
・
30
歳
以
上
の
女
性

対
象
。

（
※
詳
細
は
広
報
今
月
号
と
一

緒
に
配
布
さ
れ
る
「
健
診
特
集

号
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

そ
の
他
の
医
療
機
関
や
人
間
ド

ッ
ク
等
で
も
乳
が
ん
検
診
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

■
乳
房
に
し
こ
り
等
の
異
変
を
見

つ
け
た
場
合
は
ど
こ
の
病
院
の

何
科
へ
行
け
ば
い
い
の
？

産
婦
人
科
だ
と
思
っ
て
い
る
方

が
多
い
で
す
が
、
答
え
は
「
外
科

ま
た
は
乳
腺
外
来
」
で
す
。「
何

か
変
だ
な
」
と
感
じ
た
ら
自
己
判

断
せ
ず
に
勇
気
を
持
っ
て
「
外
科

ま
た
は
乳
腺
外
来
」
へ
！

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

国
保
健
康
課
健
康
係

（
蕁
瀚
８
７
２
３
）

乳幼児医療費受給者証の所得制限基準が変わります。

現在乳幼児医療費助成制度では、児童手当の特例給付の所得制限額を準用して受給者証をお渡しして
います。しかし平成18年４月１日より、児童手当の基準額が変わりますので、乳幼児医療費助成制度の
所得制限額も変わります。（詳細は以下表のとおり）
尚、新たに乳幼児医療費助成制度に該当される方には４月１日から使用できる乳幼児医療費受給者証
の申請書をお送りしています。
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金
剛
寺
は
、寛　

政
10
年（
１
７

９
８
）の
開
基
と
『
加
西
郡
誌
』

に
は
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

庚こ
う

申し
ん

堂
前
に
残
る
方
形
の

手
水
ち
ょ
う
ず

鉢ば
ち

は
、長
さ
80
㎝
、幅
46
㎝
、

高
さ
63
㎝
の
凝
灰
岩
製
で
、上

面
に
は
深
さ
約
20
㎝
の
方
形
の

水
溜
穴
を
掘
り
込
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
手
水
鉢
の
い
わ
れ
は
分　

か

ら
な
い
も
の
の
側
面
に
は
元
禄

12
年
（
１
６
９
９
）の
年
号　

を
刻

ん
で
い
ま
す
。
当
初
か
ら
同
寺
で

使
わ
れ
て
い
た
も
の
で
、ま
た
開

基
の
年
号
が
正
し
け
れ
ば
、１
０

０
年
は
古
く
な
り
伝
承
ど
お
り

同
寺
に
は
前
身
と
な
る
他
宗
派

寺
院
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が

分
か
っ
て
き
ま
す
。

ま
た
、山
門
横
に
は
、首
と
手

足
が
と
れ
て
し
ま
っ
た
凝
灰
岩

製（
高
室
石
）の
延え
ん

命め
い

地じ

蔵ぞ
う

が
祀

ら
れ
て
い
ま
す
。
台
座
か
ら
肩
ま

で
の
高
さ
は
約
１
ｍ
あ
り
、台
座

に
宝
暦
辰
年
（
１
７
６
０
）と
い

う
年
号
を
読
み
と
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
地
蔵
は
、背
面
に
刻
ま

れ
た
文
様
か
ら
い
わ
ゆ
る
背は
い

面め
ん

十じ
ゅ
う
字じ

異い

形
ぎ
ょ
う
地じ

蔵ぞ
う

の
一
種
と
し
て

考
え
ら
れ
て
い
る
一
群
の
地
蔵

で
あ
り
、漢
数
字
「
一
」
状
の
文

様
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。こ
の
文

様
は
、当
市
に
特
有
の
文
様
で

あ
り
近
隣

市
町
で
は
、

今
の
と
こ

ろ
類
例
を

見
な
い
の

が
実
情
で

す
。

156

加西市が毎年全国公募している、子ども
を想い、親を想い、そしてふるさとを想う
「愛」のメッセージ、『愛の詩』には、昨年
度も多数の作品が寄せられました。それは
全国各地に及び、遠くはオーストラリアか
らも応募があったことに、この「愛の詩」
の広がりを感じます。
今回「愛の詩賞」を受賞されたフジノハル

ミさん（兵庫県）の作品を紹介いたします。

背　　中
フジノ ハルミ

耳の聞こえない父は
私の声を背中で聞いたんだって
幼い私をおんぶして
背中に響く私の声に
「ハルミ　コエ　アリマスカ」
と　嬉しそうに
祖母に聞いたって
祖母は
「うん　あります」
と　涙ぐんだと…
あれから四十年
父に寄り添うこともなくなった今でも
私の声は
まだ　あの背中にあるのだろうか
「ハルミ　コエ　アリマスカ」
と言った父の顔を
年老いた父の背中ごしに探している

愛と人権

石造文化財編

（野条町）

金剛寺の
石造物盪

延命地蔵延命地蔵延命地蔵延命地蔵延命地蔵延命地蔵延命地蔵延命地蔵延命地蔵延命地蔵延命地蔵延命地蔵延命地蔵延命地蔵延命地蔵延命地蔵延命地蔵延命地蔵延命地蔵延命地蔵延命地蔵
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「
な
ん
と
私
た

ち
の
日
吉
校
区
に

社
会
科
学
習
の

『
飯
盛
野
疎
水
』の
よ
う
な
疎
水
路

が
あ
る
の
を
知
っ
て
い
た
？
」

こ
れ
が
、４
年
生
の
総
合
的
な
学

習
「
天
下
溝
」
の
始
ま
り
で
し
た
。

「
天
下
溝
」
と
は
、江

戸
時
代
享
保
期
に
青

野
町
・
旧
滝
野
町
高

岡
の
原
野
を
開
拓
す

る
た
め
、
加
西
の
池

（
山
田
町
）に
水
源
を

求
め
て
造
成
さ
れ
た

全
長
14
袰
の
水
路
の

こ
と
で
す
。こ
ん
な
に

身
近
な
地
域
で
先
人

の
苦
労
と
執
念
の
結

晶
で
あ
る
天
下
溝
が

原
野
に
い
の
ち
を
吹

き
込
み
、
広
大
な
新

田
を
生
み
、人
々
の
く
ら
し
と
命
を

守
り
続
け
て
き
た
と
い
う

大
き
な
驚
き
と
感
激
か
ら

「
力
い
っ
ぱ
い
、自
分
た
ち
の

手
で
足
で
調
べ
る
ん
だ
」
と

生
徒
の
探
究
心
が
燃
え
て

い
き
ま
し
た
。

「
ぼ
く
の
家
の
裏
溝
が
そ
う

だ
」「
滝
野
の
図
書
館
に
資

料
が
い
っ
ぱ
い
」「
家
の
人
と
た
ど
る

と
山
の
中
に
う
ね
う
ね
と
入
っ
て
い

っ
た
」
調
べ
れ
ば
調
べ
る
ほ
ど
「
な
ぜ

山
田
町
の
池
か
ら
か
？
」「
３
０
０

年
も
前
に
土
地
の
高
低
差
を
ど
う

測
っ
た
の
か
？
」「
今
の
最
高
裁
ま
で

い
く
よ
う
な
裁
判
が
な
ぜ
何
十
年

も
続
い
た
の
か
？
」

と
い
っ
た
疑
問
か
ら

「
詳
し
い
地
元
の
方

か
ら
話
を
も
っ
と

聞
き
た
い
！
」
に
高

ま
り
、
素
晴
ら
し

い
生
徒
の
手
作
り

大
地
図
を
前
に
地

元
の
方
か
ら
納
得

ゆ
く
ま
で
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
水
源
か
ら

了
徳
寺
池
ま
で
全

員
で
た
ど
っ
て
先

人
に
よ
る
過
酷
な
工
事
を
想
い
そ

の
苦
難
と
功
績
を
し
の
び
ま
し
た
。

私
た
ち
が
生
ま
れ
、育
ち
ゆ
く

郷
土
の
あ
ゆ
み
・
歴
史
を
た
ど
る
こ

と
は
、そ
れ
だ
け
現
在
を
深
め
、明

日
に
向
け
た
新
し
い
生
き
方
を
求

め
て
い
く
上
で
の
大
き
な
意
味
と

価
値
を
持
つ
こ
と
に
な
る
と
思
う

の
で
す
。

わ
が
郷
土
の
歴
史
に
学
ぶ
「
総
合
的
な
学
習
」

加西市立日吉小学校

下
里
小
学
校
５
年

駸

は
る
か
さ
ん

わたしの夢



関電サービス譁芦原社長に
市長がプレートを交付

4月3日豺より上下水道業務を行う「上下
水道お客さまセンター」がオープンしました。
◆問合せ／上下水道お客さまセンター（市役
所本庁舎2階北側）（蕁瀚8795・蕭瀚4545）
○上下水道の工事等に関することは、上水道
課・下水道課（市役所付属棟２階、蕁瀚８７９
６）までお問合せください。

魅力ある歴史・文化・特産品や各種まち
づくりイベント情報の発掘・発信から、加
西市を元気で自信と誇りを持てるものにす
るため、観光まちづくり協会（伊東一夫会
長）は4月8日貍、観光案内所と事務所を
オープンしました。
観光まちづくり協会　観光案内所

◆時　間／午前9時～午後4時
◆場　所／アスティアかさい

1階正面入口横
◆定休日／年末年始（蕁瀚8823）

新たな観光拠点に…
観光まちづくり事務所オープン

北条ロータリークラブ（小谷正博会長）
から、入園者に向けて情報発信する観光看
板を寄贈いただき、このたびフラワーセン
ター内に設置しました。

フラワーセンター内に
観光案内看板を設置

JICA（国際協力機構）を通じ青年海外協
力隊として獣医師の小路亜紀さん（東剣坂町）
が、フィリピンで平成18年3月より2年間
「酪農開発強化プロジェクト」の一員として
派遣されることが決まり、3月22日貉市役所
を表敬訪問されました。現地では南ルソン地
区で7つの酪農協同組合において高品質な牛
乳を生産するために乳牛の飼育現場での衛生
概念の定着や乳房炎といった病気の予防と対
策について技術的な指導を行われるそうで
す。

小路さんフィリピンへ　
おいしい牛乳を届けたい

地域みんなで考えよう　
第5回みんなでつくる民介護フォーラム
安心して暮らせる地域づくりを目指し、そ
れぞれの役割りや協働のあり方を話し合うた
め、3月11日貍、健康福祉会館において開催
されました。フォーラムでは、生活支援事業
を行う「寝屋川市民たすけあいの会」事務局
長の冨田氏による講演の後、介護体験者・事
業者など4人の方の体験発表があり、実際の
介護の様子やケアマネージャーからその役割
として利用者がその
人らしく暮らす支援
を行う必要があるこ
となどそれぞれ熱心
に語りました。

卒園記念に花壇　
花咲く街かどづくり

まちづくりの一
環として「花咲く
街かどづくり」事
業による花壇が完
成しました。
この事業は、道路
とその沿道の生活環境の向上をはかり、道
路を利用される方や沿道で生活されている
方々に、潤いや安らぎを与えるために、沿
道の方々がボランティアでお世話されてい
ます。花壇の周りのコンクリート柱には、
北条幼稚園（吉田廣園長）の園児の皆さん
が卒園の思い出として絵を描きました。

10



傷ついたコハクチョウ　
名前は『はくタン』に決定！
昨年末、翼を傷めて飛び立てない一羽のコ
ハクチョウを白鳥愛護会の皆さんが保護し、
姫路動物園で手術を受けました。広報１月号
でそのコハクチョウの名前を保育所・幼稚
園・小学校の子どもたちから募集したところ
多数の応募があり、その中から西笠原町の田
中万葉さんが付けた「はくタン」に決定しま
した。現在、「はくタン」は、すっかり元気
になっています。多数のご応募ありがとうご
ざいました。

市長より感謝状
小路喜美子さんに

小路喜美子さん（江ノ木）は、昭和58
年より民生委員・児童委員として15年間、
更生保護女性会会員として19年間、さら
に平成15年からは更生保護女性会会長と
してその厚い人望と卓越した識見をもって
明るい青少年の健全育成と地域福祉の向上
に尽力されました。2月14日貂中川市長よ
りその大きな功績に対して感謝状が贈呈さ
れました。

環境を考えよう！
シベリアからの旅人・流氷体験
将来を担う子どもたちの教育に貢献する
ことを目的に、兵庫県建築士会社支部が主
催する流氷体験イベントが3月12日豸アス
ティアかさいで行われました。来場した子
どもたちは、北海道オホーツク海沿岸で採
取された流氷を実際に手に持って抱えた
り、「地球温暖化を防ぐには何をすればよ
いでしょうか？」といったクイズ、流氷が
地球温暖化の影響でなくなりつつあるとい
った内容のパネルなどで環境問題を考える
よい機会となりました。

加西市地産池消学校給食推進協議会では、
平成16年度に市内全小学校の保護者を対象
に、「我が家の料理が給食に！」と題して、加西産
農産物（大根・じゃがいも・甘とうがらし（根日女
みどり）・きぬさや・大豆・黒豆・紫黒米）を使用し
た料理と、家族が大好きな料理のレシピを募集
し、応募のあった63種類のレシピを「かさいが
うまい～加西の農産物・学校給食から生まれた
レシピ～」にまとめて発行します。
◆問合先／農林・食材課（蕁瀚8741）

かさい愛菜館（蕁瀚8700）

かさいがうまい～！
学校給食から生まれたレシピ～

楽しかった!また来てね!
読み聞かせとダンス

希望と活力、そしてさわやかさを与え学術向上を図ることを目的に3月7日貂表彰されました。
三船　　琉さん〔第29回「てのひら文庫賞」読書感想文全国コンクール（主催：文部科学省所管、
財団法人総合初等教育研究所）の自由図書部門において、最優秀賞を受賞。〕
時里あかりさん〔「第53回全国小中学校優秀作品コンクール・図画の部」（主催：財団法人児童
憲章愛の会）において、優秀賞を受賞。〕
藤原　郁美さん〔「第15回地球にやさしい作文・活動報告コンテスト」（主催：読売新聞社）
において、入選。〕
山闢 優太さん〔「平成18年度用緑化作品（ポスター原画）全国コンクール・小学校の部」（主
催：譖国土緑化推進機構）において、準特選（林野庁長官賞）を受賞。）〕
大塚　明奈さん〔「第6回小・中・高生ヘルシークッキングコンテスト」（主催：兵庫栄養調理製菓専
門学校、神戸新聞社）、高校生お菓子の部において、最優秀作品賞を受賞。〕

加西市さわやか市民賞
三船さんら5人を表彰

11
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月 の
わ
が
家
の
健
康
メ
ニ
ュ
ー

今
い
ず
み
会

グ
ル
ー
プ
に
じ

今年度６月より、いずみ会リーダ

ー養成講座が加西市コミュニティー

センターで開講されることになりま

した。（３月広報参照）

そこで、今回加西市いずみ会（食

生活改善推進委員）の方たちの食生

活改善活動を紹介させていただきま

す。加西市いずみ会の主な活動とし

ては、介護予防や生活習慣病予防を

目的とした調理実習、大豆や、乳製

品を使った料理の普及活動、減塩や、

野菜の摂取を増やす活動などがあり

ます。また、食育活動にも力を入れ

て活動されており、幼稚園児や地域

の子育て中のお母さんや子どもを対

象に、健康ピラミッド（食品を６群

に分けたフエルトの模型）を使って

食べものの体のなかでの働き、バラ

ンスよく食べることの大切さについ

て、分かりやすくエプロンシアター

風にお話しをされています。

食育とは「健全な食生活を実践す

ることのできる人間を育てること」

といわれていますが、特に幼児期は、

食習慣が確立する時期でもあること

から、子どもとその保護者に対し、

「食育」を行い、何をどのように食

べればよいのかを自ら考える習慣を

身に付けていただくことは、とても

大切なことだと感じています。この

たび、開催されるいずみ会リーダー

講座では、このような活動の一翼を

担ってくださる方のお越しをお待ち

しています。

（加西市歯科衛生士会）

むし歯予防としつけ

無理なく子どもに歯磨きのしつ
けをするには、家庭で「手を洗う」
「いただきますを言う」「よく噛んで
食べる」「ごちそうさまを言う」「歯を
磨く」の５つをセットにして習慣にす
ることです。早寝早起きの生活リズ
ムと同様、大切な習慣です。家族
全員で協力してがんばりましょう。

ゆでたけのこ250ｇ、鶏手羽先12本、サラダ油、窕〔酢
（1/4カップ）、しょうゆ（大さじ3.5）、砂糖、大さじ1.5〕

①ゆでタケノコは７～８袍の長さに切り、縦半分に
して５㎜の厚さに切る。②手羽先は裏側に１ヶ所切
り込みを入れる。③フライパンに油大さじ1/2を熱
して手羽先を入れ、鶏の脂が出て、表面にこんがり
と焼き色がつくまで焼き付ける。フライパンに出て
きた余分な脂はキッチンペーパーでふき取る。④③
にタケノコ、水３カップ、Ａの酢を加え、煮立った
らアクをすくい取り、弱めの中火にして15～16分煮
る。⑤Ａのしょうゆと砂糖を加えて、落し蓋をして
煮汁が1/4量くらいになるまで煮る。

作り方

材　料（4人分）

〈栄養士からの一言〉
鶏肉が柔らかく食べやすくなるように、

酢を調味料に使って工夫されています。一
緒に煮込んであるタケノコには食物繊維が
豊富に含まれています。彩りにきぬさやな
ど緑の葉物野菜も添えて、野菜もたっぷり
とれる春らしい一品にしてみてください。

12

野
火
の
あ
と
　
黒
く
残
れ
る
　
如
月
の

あ
る
日
ス
ワ
ン
は
　
池
を
去
り
た
り

楊
井
佳
代
子

ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
　
最
後
に
は
づ
し
　
眠
り
ゆ
く

説
得
を
せ
む
　
思
ひ
深
め
て

山
下
八
重
子

村
里
の
　
一
戸
一
戸
を
　
あ
か
が
ね
に

染
め
て
落
陽
　
稜
線
に
い
る

山
野
　
淑
子

八
十
路
す
ぎ
　
体
力
の
限
界
　
身
に
沁
め
ば

亡
母
の
く
り
ご
と
　
思
う
日
々
な
り

井
上
　
艶
子

今
ま
で
に
　
な
き
や
さ
し
　
顔
を
し
て

夫
は
幼
を
　
抱
き
て
撮
ら
る
る

太
田
　
克
子

綰「未納料金について訴訟の訴状が提
出された。取り下げの相談を受ける。」
と書かれたハガキが届いたので不安だ。
綏「民事訴訟最終通達書」「消費料金
未納分訴訟最終通告書」といった『架
空請求ハガキ』が送りつけられていま
す。何の請求かわからない「消費料金」
として裁判所が関わっているかのよう
に装い「差し押さえ」等の専門用語ら
しい言葉を並べ、まるで脅迫されてい
るかのような悪質な文面です。
訴訟取り下げの相談や請求に覚えが
ない時は電話するよう書いてあります
が、絶対に電話をしてはいけません。
電話番号や勤務先等の個人情報を聞き
出し、お金を請求することが狙いです。
根拠のない請求で訴訟を起こすこと
は出来ません。あわてず消費生活相談
窓口にご相談ください。

「訴訟の取り下げの相談を
受ける」という架空請求に注意！

■問合先／消費生活相談窓口（毎週
月、木曜日・午前9時～午後4時、市
民相談室内 蕁瀚8

ハ

7
ナ

3
サ

9
ク

）

やさしい繊細なひかりちゃん。
まっすぐ伸びて天までとどけ
１・２・３！！

〈パパ・ママの一言〉

竹本　ひかり
　

ちゃん
8ケ月

（北条町本町）

パパ・智博さん
ママ・佳子さん
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「一豊の妻」が教えてくれた幸せな生き方大原　敬子
「本」に恋して 松田　哲夫
ふたりで名づける赤ちゃんの名前 田中　眞人
人生なかばのギアチェンジ 杉山由美子
花粉症ふっとばし完全カタログ
たのしい親子あそび108 広松由希子
持つべき男の小道具30 大海　　淳
バカボンのパパはなぜ天才なのか？齋藤　　孝
イチローと松井 秋元　一剛
恋をしよう。夢をみよう。旅に出よう 角田　光代
13歳の冬、誰にも言えなかったこと サマンサ・アビール
40（フォーティ） 石田　衣良
魔将軍 岡田　秀文
パーフェクト・ルーム 吉田　龍二
そろそろくる 中島たい子
ソーグのひと夏 ロベール・サバティエ
ストロベリーナイト 誉田　哲也

※ロード・オブ・ザ・リングはじめ多数の洋書ペー
パーバック取り揃えています。ご利用ください！

DVD CASSHERN（キャシャーン）
DVD アイ、ロボット　
DVD 愛にかける橋
DVD 恋におちたシェイクスピア
DVD スパイダーマン２

アスティアかさい３階
（蕁瀚３７２２）

市市市市立立立立図図図図書書書書館館館館だだだだよよよよりりりり
新 着 書

新 着 ＶＡ

★予約はインターネットが便利です。詳しくはホームページをご覧ください。

http://www.library.city.kasai.hyogo.jp/

ねひめホールイベント情報
内　　　　容 日　　時

おはなし会
内容：幼児から小学生低学年向けの

本の読み聞かせ、紙芝居

4月22日貍・29日貍
5月13日貍
14：00～14：30

キッズミニシアター
内容：幼児から小学生低学年向けの

アニメの上映

5月6日貍
14：00～14：30

4月のねひめCue! 上映作品

ねひめCue! は地域の映画文化を豊かにしていくために、それぞれの地域に
暮らす人々の手で映画を見ることができる場（コミュニティシネマ）
作りをめざす市民映画上映グループです。

映画：①「男と女」1966年（フランス）
４月15日貍 午後2時～3時45分
監督：クロード・ルルーシュ
出演：アヌーク・エーメ、ジャン・ルイ・トランスティニヤン、

ピエール・バルー
【STORY】あまりにも有名なフランシス・レイ作曲による
テーマ曲にのって大人の男女のロマンティシズムを描い
た、大ヒット恋愛映画。

映画：②「みすゞ 」2001年（日本）
４月22日貍 午後2時～3時50分
監督：五十嵐匠
出演：田中美里、寺島進、小嶺麗奈
【STORY】天折した幻の童謡詩人、金子みすゞ 。短くも
波乱に満ちた生涯を端正な映像で描く珠玉の伝記映画。

ねひめCue!春のアンコール特集
昨年ねひめＣｕｅ！にて上映した選りすぐりの二本をアンコール上映いたし
ます。ぜひお楽しみください。
◆場　所／地域交流センター 多目的ホール　　　◆入場無料
◆定員／94名　　　◆問合先／ねひめCue! 事務局（蕁瀚０１０６）

◆「
県
民
緑
税
」
が
導
入
さ

れ
ま
す

兵
庫
県
で
は
、
森
林
や
都
市

の
緑
が
失
わ
れ
て
い
る
中
で
生

活
に
密
接
に
か
か
わ
る
「
緑
」

の
保
全
・
再
生
を
社
会
全
体
で

支
え
る
仕
組
み
と
し
て
、
平
成

18
年
度
か
ら
「
県
民
緑
税
」

（
県
民
税
均
等
割
の
超
過
課
税
）

を
導
入
し
、
災
害
に
強
い
森
づ

く
り
や
防
災
・
環
境
改
善
の
た

め
の
都
市
の
緑
化
を
進
め
ま

す
。

税
率

（
年
額
）
個
人
は
８
０

０
円
、
法
人
は
均
等
割
額
の

10
％
相
当
額
（
２，
０
０
０
円

〜
８
０，
０
０
０
円
）

問
合
先

兵
庫
県
税
務
課

（
蕁
０
７
８
―
３
６
２
―
３
０

８
６
）

◆「
自
動
車
税
」
の
納
期
限
は

5
月
31
日
貉
で
す
。

納
税
は
お
近
く
の
銀
行
・
農

協
な
ど
の
金
融
機
関
、
郵
便
局

ま
た
は
県
税
事
務
所
で
５
月
31

日
貉
ま
で
に
お
忘
れ
な
く
！

問
合
先

兵
庫
県
・
県
税
事
務

所
（
蕁
７
９
５
瀚
９
３
３
１
）

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

平
成
18
年
度
固
定
資
産
税
・
自
動
車
税
な
ど

種別
納付の期限 市・県民税

全・1期

2 期

3 期

4 期

全・1期

2 期

3 期

4 期

全　期

1 期
2 期
3 期
4 期
5 期
6 期
7 期
8 期

1 期
2 期
3 期
4 期
5 期
6 期
7 期
8 期

固定資産税 軽自動車税
国民健康
保 険 税

介護保険料
（普通徴収）

平成18年 5月 1日（月）
平成18年 5月31日（水）
平成18年 6月30日（金）
平成18年 7月31日（月）
平成18年 8月31日（木）
平成18年10月 2日（月）
平成18年10月31日（火）
平成18年11月30日（木）
平成18年12月25日（月）
平成19年 1月31日（水）
平成19年 2月28日（水）

市
税
等
納
期
限
一
覧
表

平
成
18
年
度
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【種　目】
①中学男子：1年100m 2・3年100m 200m 800m
1年1500m 2・3年1500m 3000ｍ　走高跳　走幅跳
砲丸投（5裴）
②中学女子：1年100m 2・3年100m 200m 1年1500m
2・3年1500ｍ　走高跳　走幅跳　砲丸投（2.72裴）
③一般男子（高校生を含む）：100m 200m 400m 800m
1500m 5000ｍ　走高跳　走幅跳　三段跳　
砲丸投（6裴）

④一般女子：100m 200m 1500m 走高跳　走幅跳　
砲丸投（4裴）

⑤小学生：1年50m 2年50m 3年50m 4年100m 5年
100m 6年100m 男子1500m 女子800m 走幅跳　ソ
フトボール投　4年4×100mリレー　5年4×100mリレー
6年4×100mリレー

⑥壮年男子（35才以上）：49才以下100m 50才以上100m
3000m 走幅跳　砲丸投（4裴）
⑦壮年女子（30才以上）：100m 1500m
◎年齢別種目は平成18年4月1日現在の満年齢とする。

【参加資格】市内に在住・勤務・通学している方
【参加制限】小学生4～6年生は1人2種目以内とする。（リレ
ーを除く）。1～3年生は1人1種目　　

【参加費】高校生以上＝1人400円（2種目以内）3種目以上
の場合800円、中学生＝1人300円（2種目以内）3種目以
上の場合400円、小学生＝4～6年生1人300円（2種目以
内）、1～3年生１人200円（1種目）、リレー＝1チーム
400円
※大会当日に受付で納入してください。

【表　彰】各種目3位まで　※20名以上出場の場合は6位ま
で。

【参加申込】5月11日貅までにハガキに参加種目・住所・氏
名・電話番号を明記し郵送してください。
※市内の小中学生は学校単位で申込んでください。

【申込先】〒675-2303 北条町古坂882-14 加西市陸上競
技協会　植田正吾まで（蕁瀚3253）

【問合先】加西市陸上競技協会　植田正吾（蕁瀲0200）（加西
中）、稲岡　進（蕁瀚6300）（北条中）
【雨天時の問合先：市役所（蕁瀚1110）（午前6時30分以降）】

※1 800m 1500m 走幅跳　ソフトボール投は4年生以上に限る。
※2 800m 1500m 4×100mリレーは2組以上の場合、タイムレースで行う。
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と
も
に
考
え
て
い
き
ま
せ
ん
か
？

自
然
環
境
の
保
全
・
再
生
に
つ
な

が
る
活
動
に
参
加
し
た
い
方
、
た

め
池
の
自
然
や
環
境
学
習
な
ど
に

興
味
の
あ
る
方
な
ど
の
お
申
し
込

み
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
５
月
に
は
ベ
ッ
コ
ウ
ト
ン

ボ
の
観
察
会
を
行
う
予
定
で
す
。

問
合
先
・
申
込
先

兵
庫
県
自
然

環
境
保
全
課
野
生
生
物
係

（
蕁
０
７
８
―
３
６
２
―
９
０
８
４
）

（
蕁
０
７
８
―
３
６
２
―
３
０
６
９
）

職
員
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
措

置
の
要
求
、
職
員
に
対
す
る
不
利

益
処
分
の
審
査
な
ど
を
す
る
公
平

委
員
（
１
名
）
を
募
集
し
ま
す
。

郵
送
ま
た
は
持
参
で
市
販
の
履

歴
書
と
と
も
に
応
募
し
て
く
だ
さ

い
。

応
募
期
限

５
月
12
日
貊

問
合
先

公
平
委
員
会
（
蕁
瀚
８

７
８
１
）

申
込
先

総
務
部
総
務
課
（
蕁
瀚

８
７
０
２
）

職
　
種

事
務
職

募
集
人
員

１
名

市
立
加
西
病
院

臨
時
職
員
募
集

公
平
委
員
の
公
募

受
付
期
間

４
月
17
日
豺
〜
４
月

28
日
貊

資
　
格

社
会
福
祉
士
の
免
許
を

有
す
る
方

受
験
申
込
み
希
望
の
方
は
、
病

院
管
理
課
（
蕁
瀚
２
２
０
０
）
ま

で
連
絡
す
る
か
履
歴
書
と
免
許
書

の
写
し
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

職
　
種

作
業
指
導
（
善
防
園
で

の
作
業
指
導
員
補
助
）
１
名
（
ア

ル
バ
イ
ト
）

賃
　
金

時
給
　
９
２
５
円

年
　
齢

45
歳
位
迄

期
　
間

平
成
18
年
５
月
１
日
か

ら
平
成
19
年
３
月
31
日
ま
で

応
募
方
法

履
歴
書（
写
真
貼
付
）

を
総
務
課
ま
で
提
出
。

受
付
期
間

４
月
17
日
豺
〜
４
月

26
日
貉
　
午
前
９
時
か
ら
午
後
５

時
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
。）

問
合
先

加
西
市
社
会
福
祉
協
議

会
　
総
務
課（
蕁
瀚
８
８
８
８
豎
）

高
齢
者
の
ひ
と
り
暮
ら
し
や
夫

婦
な
ど
を
対
象
に
実
施
し
て
い
る

「
給
食
サ
ー
ビ
ス
」
の
お
弁
当
配

達
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
ふ
れ
あ

配
達
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
集
！

社
会
福
祉
協
議
会

ア
ル
バ
イ
ト
募
集

い
訪
問
と
し
て
お
弁
当
と
一
緒
に

あ
な
た
の
あ
た
た
か
い
心
を
届
け

て
み
ま
せ
ん
か
？
通
常
は
月
・

水
・
金
曜
日
の
配
達
で
す
が
、
現

在
月
・
水
曜
日
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
不
足
し
て
い
ま
す
。

活
動
日

月
・
水
曜
日

時
　
間

午
前
11
時
か
ら
１
時
間

程
度

問
合
先
・
申
込
先

社
会
福
祉
協

議
会
地
域
福
祉
推
進
室
　
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

（
蕁
潴
８
１
３
３

蕭
瀚
６
６
５
８
）

聴
覚
障
害
者
に
と
っ
て「
手
話
」

は
相
手
に
自
分
の
思
い
を
伝
え
る

大
切
な
言
葉
と
な
り
ま
す
。
あ
な

た
も
手
話
を
通
じ
て
心
と
心
の
会

話
を
し
ま
せ
ん
か
？

日
　
時

６
月
３
日
貍
〜
平
成
19

年
２
月
24
日
貍

毎
週
土
曜
日

午
後
７
時
〜
９
時

場
　
所

健
康
福
祉
会
館
　
２
階

研
修
室
１

参
加
料

３，
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
は
別
途
か
か
り
ま
す
）

定
　
員

30
名

対
　
象

高
校
生
以
上

講
　
師

加
西
聴
覚
障
害
者
協
会

申
込
期
限

５
月
26
日
貊

初
級
手
話
教
室

問
合
先
・
申
込
先

社
会
福
祉
協

議
会
地
域
福
祉
推
進
室
　
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

（
蕁
潴
８
１
３
３

蕭
瀚
６
６
５
８
）

８
月
６
日
豸
に
開
催
さ
れ
る
サ

イ
サ
イ
ま
つ
り
で
使
用
し
ま
す
。

★
う
ち
わ

蘆
写
真
、
絵
画
等
自
由

蘆
サ
イ
ズ
（
縦
17
袍
、
横
24
袍
）

蘆
ス
ナ
ッ
プ
写
真
や
子
供
が
描
い

た
絵
な
ど
気
軽
に
募
集
し
て
く

だ
さ
い
。

対
象
者

市
内
小
中
学
校
生

応
募
期
限

５
月
12
日
貊
ま
で

★
ポ
ス
タ
ー

蘆
写
真
、
イ
ラ
ス
ト
等
自
由

蘆
サ
イ
ズ
（
縦
72.8
袍
、
横
51.5
袍
）

蘆「
第
29
回
加
西
サ
イ
サ
イ
ま
つ

り
」「
花
彩
・
夜
さ
来
い
・
人

祭
り
」「
場
所
（
加
西
市
役
所

周
辺
）」「
日
程
　
８
月
６
日
豸

（
雨
天
時
８
月
13
日
豸
）」
の
ロ

ゴ
を
入
れ
る
こ
と

対
象
者

一
般

募
集
期
日

５
月
26
日
貊

問
合
先
・
応
募
先

加
西
サ
イ
サ

イ
ま
つ
り
祭
典
委
員
会
事
務
局

（
市
役
所
商
工
観
光
課
内
）（
蕁
瀚

８
７
４
０
）

第
29
回
加
西
サ
イ
サ
イ
ま
つ
り

う
ち
わ
・
ポ
ス
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
募
集

健
康
で
明
る
く
い
き
い
き
し
た

社
会
の
実
現
に
向
け
て
保
健
福
祉

の
推
進
・
施
策
な
ど
審
議
し
て
い

た
だ
く
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

種
　
類

保
健
福
祉
推
進
協
議
会

及
び
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
運
営
審

議
会
委
員

人
　
数

２
名
以
内

資
　
格

市
内
在
住
の
20
歳
以
上

で
、
保
健
福
祉
の
推
進
に
関
心
を

持
っ
て
い
る
方

報
　
酬

規
定
に
よ
り
支
給

任
　
期

平
成
18
年
６
月
〜
平
成

20
年
５
月

協
議
会
の
開
催
　
会
議
（
２
時
間

程
度
）
を
年
２
回

申
込
期
限

５
月
12
日
貊

応
募
方
法

自
己
Ｐ
Ｒ
・
応
募
動

機
を
４
０
０
字
程
度
に
ま
と
め
て

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先
・
申
込
先

国
保
健
康
課

（
蕁
瀚
８
７
２
３
）

播
磨
た
め
池
群
の
自
然
環
境
を

播
磨
た
め
池
自
然
再
生

ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
募
集

保
健
福
祉
推
進

協
議
会
委
員
募
集
！
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正
し
い
歩
き
方
を
身
に
つ
け
よ

う
！

日
　
時

５
月
15
日
豺
〜
６
月
26

日
豺
毎
週
月
曜
日
　
午
後
１
時
30

分
〜
３
時

場
　
所

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

内
　
容

７
回
コ
ー
ス
で
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
の
効
果
・
歩
き
方
等
を
学

習
し
ま
す
。

対
　
象

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
関
心

を
お
持
ち
の
20
歳
以
上
の
方

申
込
期
間

４
月
20
日
貅
〜
５
月

８
日
豺

定
員
　
先
着

20
名

問
合
先
・
申
込
先

健
康
増
進
セ

ン
タ
ー
（
蕁
瀚
３
６
２
１
）

駅
周
辺
（
古
法
華
方
面
）
を
ゆ

っ
く
り
と
ハ
イ
キ
ン
グ
し
ま
す
。

日
　
時

４
月
22
日
貍
午
前
９
時

〜
正
午
※
雨
天
中
止

集
合
場
所

観
光
案
内
所
（
ア
ス

テ
ィ
ア
か
さ
い
１
階
）

※
お
車
で
お
越
し
の
方
は
、
市
営

ふ
る
さ
と
再
発
見
ハ
イ
ク

「
は
じ
め
て
ウ
ォ
ー
ク
」

参
加
者
募
集
！

駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

集
合
時
間

午
前
９
時

参
加
料

無
料
（
但
し
、
北
条
鉄

道
実
費
負
担
）
※
申
込
み
不
要
。

当
日
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
先
・
応
募
先

観
光
ま
ち
づ

く
り
協
会
（
蕁
瀚
８
８
２
３
）

山
あ
い
の
春
″
観
る
・
採
る
・

食
す
・
遊
ぶ
″
と
こ
と
ん
大
会

日
　
時

４
月
30
日
豸
午
前
10
時

〜
午
後
３
時

場
　
所

大
谷
山
荘
（
上
道
山
町

２
７
７
―
１
）

内
　
容

各
種
イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ス

①
不
動
の
滝
ハ
イ
ク
②
竹
の
子
掘

り
③
竹
細
工
④
食
事
（
竹
の
子
料

理
等
）、
そ
の
他
加
西
の
特
産
品

フ
ェ
ア
な
ど

参
加
料

３
０
０
円

※
申
込
必
要
（
先
着
７
０
０
名
）

※
竹
細
工
コ
ー
ス
は
ノ
コ
ギ
リ
・

手
袋
持
参

問
合
先
・
申
込
先

観
光
ま
ち
づ

く
り
協
会
（
蕁
瀚
８
８
２
３
）
原

始
人
会
（
蕁
瀝
０
１
５
０
）

美
し
い
街
「
神
戸
」
を
眺
め
な

出
会
い
ふ
れ
あ
い
交
流
事
業

初
夏
に
恋
す
る
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ

06’
原
始
人
会
始
動
　
第
一
弾
！

絶
品
！
今
、旬
の
加
西
売
り
ま
す

が
ら
海
辺
で
お
散
歩
、
豪
華
ラ
ン

チ
ク
ル
ー
ズ
、
ス
イ
ー
ツ
ハ
ー
バ

ー
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
演
出
で

皆
様
の
出
会
い
を
応
援
し
ま
す
。

初
夏
の
波
間
に
新
し
い
恋
を
見
つ

け
ま
せ
ん
か
？

日
　
時

５
月
28
日
豸
午
前
８
時

30
分
受
付
・
出
発
（
市
役
所
前
）

行
　
先

神
戸
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン

ド
・
神
戸
市
内

参
加
資
格

20
歳
以
上
の
未
婚
の

男
女
（
男
性
は
加
西
市
在
住
・
在

勤
の
方
限
定
）
＊
学
生
は
不
可

定
　
員

男
女
各
12
名（
先
着
順
）

参
加
料
　
男
性
６，
０
０
０
円
　
女

性
４，
０
０
０
円

問
合
先
・
申
込
先
　
①
加
西
市
労

働
者
福
祉
協
議
会
　
担
当：

井
上

（
蕁
・
蕭
瀚
３
３
３
４
）

E-m
ail：jhyogo34@

giga.ocn.ne.jp

②
市
役
所
商
工
観
光
課
担
当：

丸

山
（
蕁
・
瀚
８
７
４
０
）（
蕭
潴

１
８
０
２
）

E-m
ail：shoko@

city.kasai.hyogo.jp

日
　
時
　
５
月
14
日
豸

午
前
11

時
〜
午
後
４
時

場
　
所
　
ア
ス
テ
ィ
ア
か
さ
い
、

北
条
鉄
道
と
そ
の
沿
線

内
　
容
　
北
条
鉄
道
に
乗
っ
て
車

ハ
ニ
カ
ミchoo
☆Chu!!train

〜
北
条
鉄
道
に
乗
っ
て
笑
っ
て
ド
キ
ド
キ
〜

窓
の
風
景
を
楽
し
ん
だ
り
、
お
弁

当
を
食
べ
た
り
、
散
策
し
な
が
ら

素
敵
な
出
会
い
を
。

対
　
象
　
20
歳
以
上
の
独
身
男
女

（
学
生
不
可
、
男
性
は
勤
労
者
に

限
り
ま
す
。）

募
集
人
員
　
男
女
各
20
名

参
加
費
用
　
女
性
３，
０
０
０
円
、

男
性
５，
０
０
０
円

問
合
先
・
申
込
先
　
北
条
町
駅

（
蕁
瀚
０
０
３
６
）
オ
フ
ィ
ス

ま

り
あ
ー
じ
ゅ
（
蕁
瀚
１
９
９
０
）

日
　
時

５
月
12
日
貊

行
　
先

赤
穂
海
浜
公
園
、
赤
穂

市
立
海
洋
科
学
館
、
赤
穂
城
跡
な

ど参
加
対
象

市
内
在
住
の
身
体
障

害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

※
車
い
す
ご
利
用
の
方
は
同
伴
者

と
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

参
加
料

１
名
３，
５
０
０
円

申
込
期
限

４
月
27
日
貅

問
合
先
・
申
込
先

加
西
市
身
体

障
害
者
福
祉
協
会
（
蕁
瀚
８
８
８

８
）11

月
３
日
貊
・
豢
に
市
民
会
館

第
21
回
加
西
市
民

音
楽
祭
参
加
者
募
集

身
体
障
害
者
バ
ス
ツ
ア
ー

文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る
音
楽

祭
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

参
加
資
格

市
内
在
住
の
音
楽
を

愛
好
す
る
個
人
・
家
族
・
団
体
。

演
奏
は
、
テ
ー
マ
「
愛
（
人
間
愛
）」

に
ふ
さ
わ
し
く
、
そ
の
時
代
を
反

映
し
た
曲
。

参
加
料

個
人
５
千
円
　
団
体

１
万
円

申
込
期
限

５
月
15
日
豺

申
込
方
法

所
定
の
申
込
用
紙
に

記
入
の
う
え
教
育
委
員
会
生
涯
学

習
課
ま
で
。

※
詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先

加
西
市
音
楽
協
会

（
蕁
瀚
０
６
９
７
）

日
　
時

４
月
26
日
貉
　
午
前
10

時
〜
正
午

場
　
所

富
合
会
館
（
富
合
小
学

校
前
）

対
　
象

富
合
地
区
の
65
歳
以
上

の
高
齢
者

持
参
す
る
も
の

健
康
手
帳

問
合
先
・
申
込
先

ナ
イ
ト
ウ

メ
デ
ィ
ッ
ク
ス
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
（
蕁
瀾
３
８
８
８
）

介
護
予
防
・

転
倒
骨
折
予
防
教
室
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●下水道の使える区域では一日も早く水洗化を!
※水洗化工事のご相談は排水設備指定工事店で。 ★問合先／上下水道部（蕁瀚8795・8762）

平
成
18
年
度
か
ら
、
北
条
西
保

育
所
に
お
い
て
就
業
等
「
保
育
に

欠
け
る
方
」
に
つ
い
て
、
延
長
保

育
時
間
を
拡
大
し
て
い
ま
す
。

早
朝
に
つ
い
て
は
、
30
分
繰
り

上
げ
午
前
７
時
よ
り
お
預
か
り
し

ま
す
。
ま
た
夜
は
、
午
後
６
時
30

分
か
ら
午
後
８
時
ま
で
に
繰
り
下

げ
て
い
ま
す
。

利
用
さ
れ
る
方
は
、
申
請
書
に

勤
務
証
明
等
を
添
付
の
上
、
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
社
会
福
祉
課
子
育
て

支
援
係
ま
で
（
蕁
瀚
８
７
２
６
）

保
育
時
間

午
前
７
時
〜
午
後
８

時
（
月
〜
土
曜
日
）

延
長
保
育
料
金

午
後
６
時
３
０

分
以
降
利
用
の
場
合
は
有
料
、
１

回
　
５
０
０
円
（
月
額
５，
０
０

０
円
）

実
施
園

北
条
西
保
育
所

平
成
18
年
４
月
施
行
の
介
護
保

険
法
の
改
正
や
第
３
期
介
護
保
険

介
護
保
険
情
報

北
条
西
保
育
所

時
間
延
長
保
育
拡
大
の
お
知
ら
せ

事
業
計
画
を
策
定
し
た
こ
と
に
よ

り
、
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
以

下
の
こ
と
が
変
わ
り
ま
し
た
。
５

月
号
か
ら
詳
細
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
て
い
き
ま
す
。

①
要
介
護
度
区
分
の
変
更

②
65
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料

の
改
定
（
基
準
額
　
月
額
４，

０
５
０
円
）

③
加
西
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
の
新
設

④
高
齢
者
の
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

の
実
施
等

担
　
当

長
寿
介
護
課
（
蕁
瀚
８

７
８
８
）

対
象
者

現
在
、
受
給
者
証
の
交

付
を
受
け
て
い
て
８
月
１
日
貂
以

降
も
継
続
し
て
交
付
を
希
望
さ
れ

る
方
。（
８
月
１
日
貂
時
点
で
満

20
歳
未
満
の
方
）

申
請
期
間

５
月
１
日
豺
〜
６
月

30
日
貊
（
月
〜
金
曜
日
、
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
）

受
付
時
間

午
前
９
時
30
分
〜
午

前
11
時
30
分
、
午
後
１
時
30
分
〜

午
後
４
時
30
分

※
疾
患
や
重
症
度
に
よ
り
必
要
書

類
が
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療

受
給
者
証
の
継
続
交
付
申
請

問
合
先
・
申
請
先

加
西
健
康
福

祉
事
務
所
健
康
課
（
蕁
瀚
０
２
６

６
）

☆
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
（
エ
イ
ズ
）・
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
検
査
と
相
談

完
全
予
約
制
で
Ｈ
Ｉ
Ｖ
（
エ
イ

ズ
）
や
Ｂ
・
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

の
検
査
お
よ
び
相
談
を
実
施
し
ま

す
。

日
　
時

毎
週
月
曜
日
及
び
第

１
・
２
木
曜
日
　
午
前
９
時
30
分

〜
11
時
（
予
約
制
）

場
　
所

社
健
康
福
祉
事
務
所

※
Ｈ
Ｉ
Ｖ
（
検
査
結
果
は
当
日
、

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
結
果
は
２
週

間
後
に
説
明
し
ま
す
。

☆
一
般
健
康
相
談

健
診
結
果
、
食
生
活
、
運
動
な

ど
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
あ
ら
ゆ

る
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

日
　
時

第
１
・
２
金
曜
日
　
午

後
１
時
〜
１
時
30
分
（
予
約
制
）

場
　
所

社
健
康
福
祉
事
務
所

☆
専
門
栄
養
相
談

難
病
患
者
等
に
対
し
、
病
態
に

応
じ
た
食
生
活
相
談
を
実
施
し
ま

す
。

日
　
時

第
２
月
曜
日
　
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
（
予
約
制
）

健
康
福
祉
事
務
所
よ
り

お
知
ら
せ

場
　
所

加
西
健
康
福
祉
事
務
所

問
合
先

社
健
康
福
祉
事
務
所
健

康
増
進
課
（
蕁
０
７
９
５
瀚
９
３

６
５
）

５
月
22
日
豺
〜
28
日
豸
は
行
政

相
談
週
間
で
す
。
相
談
無
料
で
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所

５
月
２
日
貂
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分
　
市
民
会

館５
月
11
日
貅

午
後
１
時
30
分
〜

４
時
　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

５
月
18
日
貅

午
後
１
時
30
分
〜

４
時
　
北
部
公
民
館

問
合
先

市
民
相
談
室
（
蕁
瀚
８

７
０
５
）

行
政
相
談
所
開
設
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願
書
受
付

５
月
10
日
貉
〜
５
月

16
日
貂

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

試
験
日

７
月
９
日
豸

午
後
１

時
〜
３
時
（
場
所
は
受
験
票
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
）

※
受
験
願
書
の
入
手
方
法
な
ど
詳

細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
合
先

加
西
健
康
福
祉
事
務
所

（
蕁
瀚
０
２
６
６
）

日
　
時
　
①
６
月
18
日
豸
②
10
月

22
日
豸

③
平
成
19
年
２
月
11
日

豸試
験
種
類
　
甲
種
、
乙
種
１
〜
６

類
、
丙
種

※
願
書
受
付
な
ど
詳
細
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先

消
防
本
部
予
防
課

（
蕁
瀚
９
１
１
９
）

日
　
時
　
①
８
月
５
日
貍
②
８
月

平
成
18
年
度

消
防
設
備
士
試
験

平
成
18
年
度

危
険
物
取
扱
者
試
験

平
成
18
年
度

調
理
師
・
製
菓
衛
生
師
試
験

６
日
豸

③
11
月
26
日
豸

試
験
種
類
　
①
甲
種
１
〜
５
類
、

乙
種
１
〜
５
類
　
②
甲
種
特
類
、

乙
種
６
・
７
類
　
③
甲
種
１
〜
５

類
、
乙
種
１
〜
７
類

※
願
書
受
付
な
ど
詳
細
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先

消
防
本
部
予
防
課

（
蕁
瀚
９
１
１
９
）

日
　
時

４
月
30
日
豸

午
前
10

時
30
分
受
付

内
　
容

午
前
11
時
〜
　
全
国
大

会
５
連
覇
の
高
校
生
チ
ア
リ
ー
ダ

ー
部
ゴ
ー
ル
デ
ン
ベ
ア
ー
ズ
に
よ

る
演
技

午
後
１
時
〜
　
子
ど
も
市
・
バ
ザ

ー場
　
所

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ

ー
、
い
こ
い
の
村
芝
生
広
場
（
雨

天
時
は
善
防
公
民
館
）

参
加
料

午
前
参
加
券
５
０
０
円

（
当
日
３
０
０
円
増
）
午
後
子
ど

も
市
３
０
０
円
（
買
い
物
券
）

問
合
先

加
西
お
や
こ
劇
場

（
蕁
・
蕭
潴
０
８
３
０
）（
月
・
火
・

木
・
金
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

（
第
１
月
曜
日
休
み
））

第
22
回
お
や
こ
ま
つ
り

自
治
会
・
高
齢
者
等
の
団
体

（
20
名
以
上
）
が
県
の
施
設
な
ど

を
見
学
す
る
際
に
、
県
が
バ
ス
借

上
げ
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。

対
　
象

６
月
１
日
貅
〜
９
月
２

８
日
貅
実
施
分

受
付
期
間

４
月
17
日
豺
〜
２
８

日
貊

問
合
先

北
播
磨
県
民
局
調
整
課

（
蕁
０
７
９
５
瀚
９
３
１
６
）

日
　
時

５
月
21
日
豸
午
前
９
時

〜
午
後
３
時

場
　
所

青
野
原
駐
屯
地
（
小
野

市
桜
台
１
番
地
）

内
　
容

式
典
、
パ
レ
ー
ド
、
訓

練
展
示
、
装
備
品
展
示
、
子
ど
も

広
場
、
各
種
車
両
等
の
試
乗

問
合
先

陸
上
自
衛
隊
青
野
原
駐

屯
地
広
報
班
（
蕁
０
７
９
４
焜
７

３
０
１
（
内
線
２
８
１
））

労
働
保
険
料
の
申
告
・
納
付
期

間
は
、
４
月
１
日
貍
〜
５
月
22
日

労
働
保
険
の
年
度
更
新

陸
上
自
衛
隊
青
野
原
駐
屯
地

創
設
30
周
年
記
念
行
事

平
成
18
年
度

走
る
県
民
教
室

豺
と
な
っ
て
い
ま
す
。
期
間
内
に

手
続
き
を
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先

兵
庫
労
働
局
労
働
保
険

適
用
室（
蕁
０
７
８
―
３
６
７
―
０

７
９
０
）

日
　
時

４
月
23
日
豸

午
前
10

時
〜
正
午

場
　
所

ア
ス
テ
ィ
ア
か
さ
い
３

階
　
相
談
室

蘆
原
則
　
お
一
人
様
30
分
以
内

蘆
当
日
、
９
時
30
分
か
ら
ア
ス
テ

ィ
ア
か
さ
い
３
階
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
で
受
付
（
先
着
順
）
し
ま
す
。

問
合
先

秘
書
課
（
蕁
瀚
８
７
０

１
） 4

月
市
長
サ
ロ
ン
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お く や み

齊藤　博子 56 典　康 尾　崎
後藤　文夫 65 義　史 西上野
大門　好子 94 明 福　居
田　文子 86 佳　孝 青　野
和田　哲二 61 寿　子 古　坂
前田よしの 92 實 田　原
上田　義孝 62 ― 殿　原
山端みさ子 88 達　雄 繁　昌
松下　節子 77 高　章 畑
高橋　純一 93 驪 佐　谷
泉　　政義 78 正　弘 本　町
小篠しづの 94 範　男 上若井
玉木タマエ 86 豊 西　長
鈴木まさゑ 90 新　一 下芥田
山本　ゆき 97 逸　夫 野　田
高橋　埓子 85 勇　夫 上若井
三船　　茂 81 嘉　紀 鎮　岩
良知　興市 91 昭　三 大　柳
大谷　照子 81 大杉定雄 東　南
藤中　正和 72 泰　範 西　長
駸 敏幸 52 裕　正 西高室
小路よしの　86 三千男 東剣坂
鐡元アキノ　98 芳　一 三　口
藤田　英逸　96 徹　志 畑
上田　菊野　88 正　美 西笠原
織部　正義　75 義　彦 島
岩闢ヨシエ　93 勇 尾　崎
栗山たつ江 88 弘 段　下
井上　　晃　66 竜　生　駅　前　
石　はる子　90 靖　男 西　谷
後藤ひさゑ 95 孝　宣 西　谷
渡辺　輝夫　73 一　雄　南　町
内藤　文惠　69 小南房子 鴨　谷
岩佐みち子　80 文　雄 豊　倉
藤原　一夫　59 早　苗 大　内
中安　博道　72 康　弘 東笠原
水田　益弘　88 兵　衛 横　尾
橋爪　定次　89 徹 田　原
織田　幸男　51 つや子 島
田野　健一　44 實 東高室
神戸まつゑ 91 廣　志 宮　前
松尾　　巖　74 昌　明　南　町

死亡者 年齢 喪主 町名

（３月31日受付分まで・敬称略）

●ごみの持ち込みについて…受入時間／月・火・木・金曜日　9時～16時30分（但し祝日と12時～13時は除く）
毎週水曜日は、ごみ処理の都合で持ち込みができません。★クリーンセンター（蕁瀟0602）

く

ら

し

の

情

報

加西市への寄付
○山田町　内藤加子 図書320冊
（市立図書館図書充実のため）
○教育委員一同 ５万円
（交通安全意識の高揚基金として）
○河内町　高見芳和　玩具（追いかけっこ）110個
（幼稚園、乳幼児健診用玩具として）
○東洋ゴルフ倶楽部 447,900円
（福祉対策資金として）

社会福祉協議会（善意銀行）への寄付
一般預託
○西村書店（お客様募金） 44,499円
○牡丹 10,000円
○譁本陣 11,318円
○匿名 13,671円
○第８回下里中学校卒業生有志 26,689円
供養預託
○鶉野町　高原成人 50万円
○常吉町　柴田守正 30万円

※市外で死亡届を提出された方で「お悔
やみ」に掲載を希望される方は経営戦
略室（蕁瀚8700）までご連絡ください。

※市長及び市議会は弔電を自粛しておりま
す。ご冥福を心よりお祈りいたします。

市
内
で
は
、
廃
棄
物
不
法
投
棄
、
野

焼
き
、
硫
酸
ピ
ッ
チ
等
有
害
廃
棄
物
の

不
法
保
管
等
々
が
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
は
大
き
な
環
境
汚
染
を
発

生
さ
す
と
と
も
に
、
処
理
に
長
時
間
と

多
額
の
費
用
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
土
地
所
有
者
等
の
責
任
が
問
わ
れ

る
こ
と
と
な
り
、
多
額
の
処
理
費
用
負

担
が
生
じ
ま
す
。

加
西
市
の
自
然
環
境
や
景
観
、
農
村

空
間
は
、
市
民
共
通
の
貴
重
な
資
産
で

す
。
不
法
投
棄
は
豊
か
な
自
然
を
破
壊

し
、
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

条
例
改
正
や
罰
則
強
化
、
パ
ト
ロ
ー

ル
強
化
な
ど
に
よ
り
、不
法
投
棄
の
撲
滅

に
向
け
て
、全
市
的
に
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
す
。

市
民
み
ん
な
で
監
視
を
強
め
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
不
法
投
棄
を
見
つ
け
た
ら
、

速
や
か
に
環
境
課
へ
連
絡
を
！
。

（
蕁
瀚
８
７
３
０
）

美しい豊かな自然を守るため、

廃棄物の不法投棄等は

みんなで監視しましょう。

美しい豊かな自然を守るため、

廃棄物の不法投棄等は

みんなで監視しましょう。

美しい豊かな自然を守るため、

廃棄物の不法投棄等は

みんなで監視しましょう。

美しい豊かな自然を守るため、

廃棄物の不法投棄等は

みんなで監視しましょう。

美しい豊かな自然を守るため、

廃棄物の不法投棄等は

みんなで監視しましょう。

美しい豊かな自然を守るため、

廃棄物の不法投棄等は

みんなで監視しましょう。

美しい豊かな自然を守るため、

廃棄物の不法投棄等は

みんなで監視しましょう。

美しい豊かな自然を守るため、

廃棄物の不法投棄等は

みんなで監視しましょう。

美しい豊かな自然を守るため、

廃棄物の不法投棄等は

みんなで監視しましょう。

美しい豊かな自然を守るため、

廃棄物の不法投棄等は

みんなで監視しましょう。

美しい豊かな自然を守るため、

廃棄物の不法投棄等は

みんなで監視しましょう。

美しい豊かな自然を守るため、

廃棄物の不法投棄等は

みんなで監視しましょう。

美しい豊かな自然を守るため、

廃棄物の不法投棄等は

みんなで監視しましょう。

美しい豊かな自然を守るため、

廃棄物の不法投棄等は

みんなで監視しましょう。

美しい豊かな自然を守るため、

廃棄物の不法投棄等は

みんなで監視しましょう。

美しい豊かな自然を守るため、

廃棄物の不法投棄等は

みんなで監視しましょう。

美しい豊かな自然を守るため、

廃棄物の不法投棄等は

みんなで監視しましょう。

美しい豊かな自然を守るため、

廃棄物の不法投棄等は

みんなで監視しましょう。

美しい豊かな自然を守るため、

廃棄物の不法投棄等は

みんなで監視しましょう。

美しい豊かな自然を守るため、

廃棄物の不法投棄等は

みんなで監視しましょう。

美しい豊かな自然を守るため、

廃棄物の不法投棄等は

みんなで監視しましょう。
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人　口／ 50,533（－111） 世帯数／ 16,680（－ 4）
男　／ 24,472（－ 68） 女　／ 26,061（＋43）
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編集／経営戦略室 蕁0790瀚8700 蕭0790潴1800

●ホームページ http: //www.city.kasai.hyogo. jp

H18.4.1現在（前月比）

大豆インキを使用しています。

■人権相談・行政相談（人権問題、行政への苦情・意見など）
５月２日（火）人権相談　午前10時～午後３時
５月２日（火）行政相談　午後１時30分～午後３時30分

市民会館
■人権擁護委員による人権相談所（神戸地方法務局社支局）
毎週木曜日（休日を除く）午前９時～午後４時

（蕁０７９５瀚０２０１）
■心配ごと相談（心配ごと・生活・福祉などに関する相談）
５月11日（木）健康福祉会館、善防公民館
５月11日（木）農村環境改善センター
５月18日（木）北部公民館

（蕁潴０３０３）
■法律相談
５月25日（木）健康福祉会館　受付は午前９時～11時

（蕁潴０３０３）
■市民相談
月～金曜日　午前８時30分～午後５時　市役所市民相談室
■消費者相談（商品に対する苦情、訪問販売のトラブル等）
毎週月・木曜日　午前９時～午後４時　市役所市民相談室
（ただし、月曜日が休日にあたるときはその翌日）

■教育相談
月～金曜日　午前９時～午後４時　教育研修所

（蕁瀾３９９３）
■青少年相談（青少年の日常生活の諸問題等）
月～金曜日　午前９時～午後５時

青少年センター（蕁瀚３７２３）
■養育相談（０～18歳までの子どもを育てている保護者対象）
〈性格・生活習慣・知能・言語・学校生活・心身障害などに関する相談〉
月～金曜日　午前９時～午後４時

健康福祉会館２階　家庭児童相談室
（蕁瀚６７０４）

■母子相談（母子に関する相談）
毎週月～金曜日　午後１時～午後５時
市役所　社会福祉課子育て支援係（蕁瀚８７２６）

■ボランティア相談（ボランティアに関する相談）
５月11日（木） 午後１時30分～午後３時30分

健康福祉会館１階（蕁潴８１３３）

相相相相 談談談談

時間はいずれも
午後１時30分～

午後４時
｝

乳乳乳乳幼幼幼幼児児児児健健健健診診診診
■母子健康手帳の交付　　　午前８時30分～午後５時15分
妊　婦　　　　随　時　 健康長寿課（市役所２階）
■2か月児（先天性股関節脱臼）健診 午後１時～１時45分
平成18年２月生まれの乳児 ４月25日貂
《平成18年３月生まれの乳児 ５月23日貂》
■4か月児健診 午後１時～１時45分
平成17年12月生まれの乳児 ５月２日貂
《平成18年１月生まれの乳児 ６月６日貂》
■1歳6か月児健診 午後１時～１時45分
平成16年11月生まれの幼児 ５月９日貂
《平成16年12月生まれの乳児 ６月13日貂》
■3歳児健診 午後１時～１時45分
平成15年３月生まれの幼児 ５月16日貂
《平成15年４月生まれの幼児 ６月20日貂》
■乳幼児保健相談 午後１時～１時45分
希望者 ４月27日貅

《５月25日貅》
■離乳食講習会〈予約制〉 午後１時～１時30分
初期：３～６か月の乳児の保護者

５月26日貊
中期：７～８か月の乳児の保護者

６月23日貊
■プレママ教室（妊婦教室）〈予約制〉午後１時～１時30分
妊娠５か月以降のママと育児に協力予定の方（パパ・祖父母等）

①７月６日貅
②５月11日貅

■パパママクラブ〈予約制〉 午後１時～１時30分
妊娠５か月以降のママ・パパ ６月８日（木）

（特に記入のないものは健康増進センターで行います。）

（受付時間）

★健診日にお子さまの体調でご都合の悪い方は、ご連絡
ください。
★健診、相談には、必ず母子健康手帳をお持ちください。
★当日、気象等の都合で事業開催を見合わせることがあ
ります。事業の中止・順延につきましてはお問い合わ
せください。
★問合先 国保健康課（蕁瀚８７２３）

※エプロンと掛
け物・飲み物
（赤ちゃん用）
をお持ちく
ださい。

休休休休
日日日日
のののの
おおおお
医医医医
者者者者
ささささ
んんんん ※変更される場合がありますので、事前に確認のうえ受診してください。その他については、

加西市消防本部にお問合せください。蕁潴1682（テレフォンサービス）または、蕁瀚0119

4月16日（日）みのりクリニック （下宮木町・蕁瀲８４７０）
23日（日）つつみ神経内科 （野上町・蕁瀘２０５０）
29日（祝）小野寺医院 （王子町・蕁瀾３７３７）
30日（日）北条田仲病院 （北条町・蕁瀚４９５０）

5月 3日（祝）小橋医院 （北条町・蕁瀚０４１２）
4日（祝）安積医院 （西剣坂町・蕁瀟０３６１）
5日（祝）田尻内科循環器科（北条町・蕁潴７９３１）
7日（日）三宅医院 （中野町・蕁瀲００６７）
14日（日）徳岡内科 （北条町・蕁瀚０１７８）
21日（日）天沼医院 （北条町・蕁瀚３６３６）

☆問合先／税務課（蕁瀚8713）

（口座振替のおすすめ）納税は口座振替制度をご利用さ
れますと便利で安全です。口座振替のお申し込みは、引
き落としを希望される金融機関で申請できます。

平成18年度固定資産税全期分
及び第１期分の納期限は

5555月1111日（月）です。
納期内完納にご協力をお願いします。


